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「マイブーム」や「ゆるキャラ」という言葉を作り出し、日本のサ
ブカルチャー文化を大きく広げたイラストレーター兼マンガ家のみ
うらじゅんさん。2026年5月発売の著作『老いるショック大賞』は、
みうらさんが「老いるショック認定委員⾧」として、日常の中で感
じる「老い」のアレコレを、ユーモアたっぷりに楽しむ一冊です。

9月1日は防災の日・・・ここのとこ
ろ地震や水害が相次いでいるので、
日頃からの準備と心構えはシッカリ
していきたいですね。

9月は「防災月間」であるとともに、
「認知症月間」でもあります。

9月21日は「認知症の日（世界アルツ
ハイマーデー）」として、各地で関
連イベントが開催されます。シル
バーウィークとも重なるので、足を
運んでみてはいかがでしょうか

このタイミングで「映画認知症世界
の歩き方」も、いよいよ本格的なプ
ロも－ションが開始されます。

次号で最新情報などをご紹介します
ので、お楽しみに～♪（たいこん）

さらに登場するのが「アウト老（ロー）」。世間
一般の「おじいさん・おばあさん」像に収まらず、
自分らしい“はみだし老人”を目指そうという考え
方です。そして「ファンタ爺（じい）」は、歳を
重ねるほど、なぜか人生の中に増えてくる「ファ
ンタジー」を楽しむおじいさんのことです。

そもそも「老いるショック」とは、
白髪、老眼、もの忘れ、体力の衰え、
人間関係の変化など、「ああ、歳をとったな」と
感じる出来事を、深刻に嘆くのではなく、「老い
るショ～ック！」と笑い飛ばしてしまおう、とい
うみうらさん流の発想。老いを「退化」ではなく
「進化」に変える、ちょっとした呪文なのです。


